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 韓中日3ヶ国人の言語行動の相互評価に関する試論   
    이길용 李吉鎔  중앙대학교 교수 
 韓中日間コミュニケーションにおける個人言語管理   
    박양순 朴良順  숙명여자대학교 강사 
 日本語の会話におけるあいづち・ディスコースマーカーの語用論的特徴と会話教育への示唆   
    이소노 히데하루 磯野英治  수도대학도쿄 국제센터 강사 
「満洲国」における言語接触－新資料に見られる言語接触の実態－ 
    장서우시앙 張守祥  수도대학도쿄 박사과정/中国・佳木斯ジャムス大学 교수 
 インドネシア・日本経済連携協定に基づくインドネシア人介護福祉士候補者の介護国家試験語彙
学習ストラテジー   

    아에프 사에풀 바하리 AEP SAEFUL BACHRI  인도네시아교육대학 교수 
 日本語音声のカテゴリー的知覚とそのための教育メディア  
    니시고리 지로 西郡仁朗  수도대학도쿄 교수 
 20世紀の「単一民族国家日本」神話と21世紀の日本語教育   
   다니엘 롱 ダニエル ロング  수도대학도쿄 교수 
 中国における日本語の連体修飾節の研究動向 
   순아이윙 孫海英  中国・北方工業大学 교수 
日中韓の談話展開における学習者のストラテジー   
   오고시 마리코 生越まり子  아오야마가쿠인대학 강사 
 個人情報要求依頼への負担度と表現の実態－韓中日母語話者の場合－   
    임영철 任栄哲  중앙대학교 교수  
 まとまりとしての言語行動－日中韓調査から－   
    오고시 나오키 生越直樹  도쿄대학 교수 


